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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論は、代表的個人モデルの単純化の仮定における２つの仮定をとりあげ、再検討している。それぞれの論点にお
いて仮定を緩めた理論モデルを展開し、実証し、これら２つの仮定が無視しえない過度の単純化となっていることな
どを論証した。また、年齢別の時間選好率の推定値など、興味深いパラメータの推定値も得ている。論文は、博士（経
済学）の水準に達していると判断する。 
